
２．評価期間
平成２８年４月から平成２９年３月まで

（指定管理者） （評価委員会）

ａ ｂ ・目標値を下回ったが概ね目標の水準に達していると評価する。

ｂ ｂ
・目標値を下回ったが概ね目標の水準に達していると評価する。
・新たな集客ルートの開拓等、積極的に取り組んで頂きたい。

ｂ ｂ
・満足度は上昇傾向にあり評価したいが、人によるバラつきを改
善して頂きたい。

ｂ ｂ
・苦情、要望等に対する検討状況及び結果等の情報を丁寧に発信
して頂きたい。

ｂ ｃ
・利用者要望に対する取り組みにスケジュール感が欠けており、
一層の改善及び向上に努めて頂きたい。

ｂ ｂ

ｂ ｂ

ｂ ｂ

ｂ ｃ
・人件費をはじめ経費管理のプロセスが不明確。収支計画の改善
に向け、項目毎の要因分析をして頂きたい。

ａ ｂ

ｂ ｂ

ｂ ｂ

ｂ ｂ ・疑似訓練等で対応事例集の検証作業を実施して頂きたい。

　

ｂ ｂ
・適切な人員を配置していると評価するが、客室乗務員の業務効
果を検証頂きたい。

ｂ ｂ
・所定の研修を実施していると評価するが、次回から研修内容の
確認資料を提出頂きたい。

コンプライアンス体制

法令遵守体制 ｂ ｂ ・持ち込み手回り品の基準の見直しを検討頂きたい。

ｂ ｂ
・今後は外部要因で変動する項目を除き、自助努力の中身で評価
を行う。
・燃料価格変動準備金等のリスクヘッジを検討頂きたい。

ｂ ｂ

ｂ ｂ

Ａ（21点） Ｂ（17点）

Ｃ：管理運営が適切に行われたとは認められず、大いに改善が必要なもの（12点未満）

総合評価の目安（32点満点）
ａ：水準を上回る（2点） Ｓ：実績が協定書等の内容や目標を上回り、優れた管理が行われたもの（26点以上）
ｂ：水準どおり　（1点） Ａ：概ね協定書等の内容どおりの管理が行われており、適正な管理が行われたもの（19点～25点）
ｃ：水準を下回る（0点） Ｂ：実績が協定書等の内容や目標を下回り、さらなる工夫、努力及び改善が必要なもの（13点～18点）

項目評価の目安

財政基盤・財務

収支状況

経理処理

各種帳簿、関係書類の整備

総合評価

職員研修の実施

経費の節減（修繕費以外）

関係事業者との連携

広報事業・利用促進事業等

計画性、ＰＲ、誘客

関係者、他施設等との連携

業務実施体制に係る事項

危機管理体制

危機管理体制

組織体制

人員配置体制（責任体制、配置）

人材育成

経費の節減（修繕費）

管理運営に係る事項

設置目的の達成

就航率の向上

乗船客数の増加

利用者への対応

接遇対応

苦情対策、トラブルの未然防止、
要望の把握・対応

利用環境の向上

管理物件の維持管理

維持管理の状況（日常のﾒﾝﾃﾅﾝｽ）

維持管理の状況（ﾄﾞｯｸ、大規模な修繕）

設 置 目 的 隠岐と本土間の海上交通を確保し、住民福祉の向上と産業振興を図るため

３．業務評価結果

評価項目
評価

特記事項

指定管理者評価委員会の評価結果について

１．施設概要と状況
施 設 名 隠岐航路超高速船「レインボージェット」
指定管理者 隠岐汽船株式会社（隠岐の島町）


